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平成２７年度 進学振分け手続きについて 
 

平成２７年度進学振分け（平成２６年に実施）は教養学部前期課程で次のように実施する。

第一段階の進学振分けで内定した者は、第二段階の進学振分けの対象とはならない。 

6 月 2日(月)10 時～ 6 月 3 日(火)16 時 30 分 …文科生登録期間 

6 月 4日(水)10 時～ 6 月 6 日(金)16 時 30 分 …理科生登録期間 

進学志望・不志望の登録 

  ※２年生は全員「進学志望」又は「不志望」のいずれかを必ず登録すること。 

※昨年度進学内定したが留年・休学等で進学しなかった者も改めて登録しなければ進

学振分けの対象とならない。 

※「進学志望」の登録期間中は第一段階および第二段階の志望を登録することができ

る。但し、第二段階の進学志望登録の変更期間（下記参照）は第二段階のみ登録・

変更することができる。 

6 月 17 日(火)10 時  

第一段階進学振分け志望集計表（第一次）発表 

8 月 20 日(水)10 時  

第３学期成績発表、第一段階進学振分け志望集計表（第二次）、進学対象外者発表 

8 月 20 日(水)10 時～ 8 月 26 日(火)16 時 30 分 …登録期間 

進学志望登録の変更 

  ※進学志望の変更をする者は、「進学志望先」を修正し登録すること。修正し登録す

ることで、第一段階および第二段階の志望を変更することができる。 

※第一段階で利用する指定科類平均、志望先別全科類平均が確認できる。 

9 月 3 日(水)10 時  

第一段階進学内定者、各学部内定者ガイダンス日程発表 

9 月 3 日(水)10 時～ 9 月 5 日(金)16 時 30 分 …確認期間 

進学先指定平均一覧確認および第二段階進学振分け志望集計表発表 

  ※第一段階で進学が内定しなかった者は、第二段階で一部の学部・学科等が用いる進

学先指定平均が確認できる。 

9 月 3 日(水)10 時～ 9 月 5 日(金)16 時 30 分 …登録期間 

第二段階進学志望登録の変更 

  ※第二段階の進学志望の変更をする者は、「第二段階進学志望先」を修正し登録する

こと。修正し登録することで第二段階の志望を変更することができる。 

9 月 22 日(月)10 時  

第二段階進学内定者発表 

9 月 22 日(月)午後～  

内定者学部ガイダンス 

  ※各学部の詳細日程は掲示板を確認すること。 

9 月 22 日(月)10 時～ 9 月 25 日(木)正午 …提出期間 

再志望届の提出 

  ※再志望を希望する者は、教務課前期課程窓口に本人が「再志望届」を提出すること。 

9 月 26 日(金)14 時 …窓口発表 

再志望進学内定者発表 

1 月 6 日(火) 9 時～ 1 月 8 日(木)16 時 30 分 …提出期間 

進学内定辞退届受付  

3 月 12 日(木)10 時  

進学決定者発表 

  ※第４学期成績表を確認。 

成績評価の確認申し出受付は 3 月 13 日(金)16 時 30 分まで。 
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進学志望・不志望の登録上の注意 
 

１．進学志望・不志望の登録・確認等の手続きは UTask-Web で行うこと。ただし、再志望

の手続きについては教務課前期課程窓口において行う。 

 

２．第一段階は第１志望のみ登録できる。登録がない場合は不志望とみなされる。 

 

３．第二段階は原則として第３志望まで登録できる。第１志望の登録がない場合は不志望

とみなされる。 

 

４．一部の学部・学科等では、定められた範囲で学科等の志望順をａ・ｂ・ｃの順に２つ

又は３つまで登録することができる。 

但し第一段階で、ｂあるいはｃに内定した場合、第二段階の進学振分けの対象者とは

ならない。同様に、第二段階の第１志望で、ｂあるいはｃに内定した場合、第二段階第

２志望の進学振分けの対象者とはならない。（第２志望と第３志望の関係についても同

様）このため、ａ・ｂ・ｃの３つ全てを登録する必要はなく、ａの１つだけ、ａ・ｂの

２つだけでも良い。 

 

５．各志望学部の登録方法は次のとおり。 

法学部： (1) 志望学部名をａ欄に登録する。ｂ・ｃ欄には登録できない。 

経済学部： (1) 志望学部名をａ欄に登録する。ｂ・ｃ欄には登録できない。 

文学部： 
(1) 志望学部名といずれか１つの専修課程をａ欄に登録する。 

ｂ・ｃ欄には登録できない。 

教育学部： 
(1) 志望学部名といずれか１つのコースをａ欄に登録する。 

ｂ・ｃ欄には登録できない。 

教養学部： 

(1) 第一段階において、志望学部名といずれか１つの学科・分

科・コースもしくはコース群をａ欄に登録する。 

ｂ・ｃ 欄には登録できない。 

(2) 第二段階において、文科生が教養学科、統合自然科学科の

認知行動科学コース、学際科学科を志望する場合は、６つ

の分科・コース・コース群を通じて、第１志望・第２志望・

第３志望とも、志望順にａ・ｂ・ｃ 欄に登録することがで

きる。この場合、３つ全部を登録する必要はない。 

(3) 第二段階において、理科生は全ての分科・コース・コース

群を通じて、第１志望・第２志望・第３志望とも、志望順に

ａ・ｂ・ｃ 欄に登録することができる。この場合、３つ全

部を登録する必要はない。 
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工学部： 

(1) 第一段階と第二段階の第１志望は、志望学部名といずれ

か１つの学科・部門をａ欄に登録する。ｂ・ｃ欄には登

録できない。 

(2) 第二段階の第２志望は、志望学部名と３つの学科・部門

を志望順にａ・ｂ・ｃ欄に登録することができる。この

場合、３つ全部を登録する必要はない。 

(3) 第３志望には登録することはできない。 

理学部： 

(1) 志望学部名といずれか１つの学科・部門を選びａ欄に登

録する。ｂ・ｃ欄には登録できない。但し、第二段階に

おいては、一部の学科・部門には例外がある。 

(2) 第二段階においては、宇宙・地球科学部門のうち、天文

学科及び地球惑星物理学科は志望順にａ・ｂ欄に登録す

ることができる。この場合、ａ欄のみ登録することもで

きる。地球惑星環境学科を志望する際には、ａ欄のみに

登録すること。 

(3) 第二段階においては、生物化学科・生物情報科学科部門

は志望順にａ・ｂ欄に登録することができる。この場合、

ａ欄のみ登録することもできる。 

 

農学部： 

(1) 第一段階は、志望学部名といずれか１つの専修を選びａ

欄に登録する。ｂ・ｃ欄には登録できない。 

(2) 第一段階において、「森林生物科学専修」と「森林環境資

源科学専修」は志望順にａ・ｂ欄に登録することができ

る。この場合、ａ欄のみ登録することもできる。 

(3) 第二段階において、第１志望・第２志望・第３志望とも

に１４の専修から選んだ任意の３つの専修を志望順に

ａ・ｂ・ｃ欄に登録することができる。この場合３つ全

部を登録する必要はない。 

薬学部： 
(1) 志望学部名をａ欄に登録する。ｂ・ｃ欄には登録できな

い。 

医学部： 
(1) 志望学部名といずれか１つの学科をａ欄に登録する。 

ｂ・ｃ欄には登録できない。 
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進学振分けについて 
 

平成 27 年度の進学振分け（平成 26年 9月に実施）は、「平成 27 年度 進学振分け準則」(pp.6-13)

に基づいて行われます。詳細についてはその準則にて確認するとともに『履修の手引き』も参照し、

わからないことがあれば教務課前期課程窓口で確認してください。 

ここには、進学振分けについての原則や各学部共通の注意事項等をまとめて記載しました。 

 

1. 進学振分けの対象となる条件 

(1) 既修外国語・初修外国語              それぞれ平均点が 40点以上 

(2) 基礎演習（文科生）               2 単位取得 

(3) 基礎物理学実験または基礎化学実験（理科一類生） 2単位取得 

(4) 基礎生命科学実験（理科二類、理科三類生）    2 単位取得 

 

2. 進学振分けは、「第一段階」と「第二段階」に分けられ、それぞれの段階で内定できる人数の比は

概ね 7:3 である。また、第二段階の進学振分け後においても、定数を満たさなかった学部・学科

等によっては「再志望」を認めることがある。 

 

3. 第一段階では、一部の学部・学科等を除いて、ひとつの学部・学科等を志望できる。 

 

4. 第二段階は、第一段階で内定していない学生を対象に行われ、原則として、第 1 志望から第 3 志

望までそれぞれひとつずつの学部・学科等を志望できるが、第 3 志望まで全てを志望する必要は

なく、第 1 志望だけ、あるいは第 1 志望と第 2 志望だけでもよい。また、第一段階のみ、ないし

は第二段階のみ不志望とすることもできる。ただし、当然のことながら、志望していない学部・

学科等に内定することはない。 

 

5. 第一段階・第二段階それぞれに、「指定科類」枠のほかに「全科類」枠がある学部・学科等がある。

指定科類枠と全科類枠がある場合、まず指定科類の振分けを行い、指定科類枠で内定しなかった

志望者は、自動的に全科類枠の志望者となる。つまり、全科類枠は指定科類枠で内定しなかった

学生と全科類枠志望者が対象となる。 

 

6. 全科類枠を活用することにより、全ての科類から全ての学部に進学することができるが、全ての

学科・コース等に進学できるとは限らない。また、全ての科類に指定科類枠が開かれていれば全

科類枠は無いことになる。また、どちらかの段階に全科類枠を設けない学部・学科等もある。「平

成 27年度 進学振分け準則」の進学者受入予定表で確認すること。 

 

7. 進学振分けにおける成績評価には、指定科類枠において「指定科類平均」を、全科類枠において

「全科類平均」を用いるが、第二段階の指定科類枠において「進学先指定平均」（重率・履修点）

を用いる学部・学科等がある。詳細は、『履修の手引き』を参照すること。 

 

8. 第一段階では、「進学者受入予定表」に定める第一段階定数まで指定科類枠、および全科類枠の志

望者を内定させる。 
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9. 第一段階の志望者が各定数に満たないときは志望者全員を内定させる。 

 

10. 第一段階定数が充足されなかった場合、不足数を第二段階の定数にまわすのが原則である。ただ

し、例外があり、その場合は各学部の「進学振分け準則」に明記される。 

 

11. 進学者受入予定表において、定数がない場合は「---」で示される。また、もともとの定数は「0」

であるが、第一段階進学振分けで定数が充足されなかったときに第二段階に繰り越される可能性

がある場合は、「空白」で示される。 

 

12. 第二段階は、まず第 1志望で第二段階定数まで指定科類枠、全科類枠の順に志望者を内定させる。

第 1 志望で定数が充足されなかった学部・学科等は、第 2 志望において、第 1 志望で内定しなか

った学生を対象に、第二段階定数まで指定科類枠、全科類枠の順に志望者を内定させる。第２志

望で定数が充足されなかった学部・学科等は、第 2 志望と同様に第 3 志望で内定させる。したが

って、志望の登録に当たっては志望順序には十分留意する必要がある。 

 

13. 文科生が要求科目を定められている学部・学科等に進学を志望する場合には、第 3 学期終了時ま

でに要求科目を修得していなければ志望することができない。なお、修得した要求科目は総合科

目等として扱う。要求科目は、「学部・学科別要求科目一覧」(pp.14-16）で確認すること。 

 

14. 要求科目とは別に「要望科目」を定めている学部・学科等がある。要望科目とは、専門教育の基

礎として修得を要望している科目のことであるが、要求科目とは異なり、進学のための必須条件

ではない。要望科目は、「学部・学科別要望科目一覧」（『履修の手引き』）で確認すること。 

 

15. 再志望は、第二段階で志望登録したにもかかわらず内定しなかった学生を対象に行う。詳細は対

象学生に個別に説明するので、必ず教務課窓口で確認すること。 

 

16. 進学内定者が、内定した学部・学科等への内定を辞退し、改めて翌年度の進学振分けに臨むこと

を希望する場合は、1 月上旬の所定期間に内定辞退届に理由を記入のうえ教務課前期課程窓口に

届け出ること。その場合は留年として扱う。 

 

17. 「基本科類定数」とは以下の数である。 

文科一類 ４１５名    理科一類 １，１４７名 

文科二類 ３６５名    理科二類 ５５１名 

文科三類 ４８５名    理科三類 １００名 

 

18. 「上限定数」とは、複数の進学単位（専修課程、学科・部門・分科、コース等）で構成された群

について、群全体の「定数」を定めたうえで、その群に属する各進学単位が内定させることので

きる人数の上限を示したものである。たとえば定数 10名の学科にＡ、Ｂ、Ｃ三つの進学単位があ

り、Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれが 5 名を限度として学生を受け入れるとしているようなケースである。

Ａ、Ｂ、Ｃの「上限定数」の総和は 15 名となるが、この学科は実際には成績順に 10 名しか受け

入れないので、進学できるのはＡに 5名、Ｂに 3名、Ｃに 2名といったような形になる。 
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平成２７年度 進学振分け準則 
 

 

１．法学部 

（1） 要求科目・要望科目は設けない。 

（2） 第一段階で全科類の定数が充足されなかった場合は、第二段階の文科一類にまわす。 

（3） 所属する「類」は、進学内定後（11月）にUTask-Webで登録する。 

（4） 進学者受入予定表 

学部 類 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 

全科類 

指定科類 

全科類 文科 

一類 
理科 

文科 

一類 

文科 

二・三 

類 

理科 

法 

415 名 
第１類、第２類、第３類 415 277 4 12 118 2 2 --- 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．経済学部 

（1） 要求科目・要望科目は設けない。 

（2） 所属する「学科」は、進学内定後（11月）にUTask-Webで登録する。 

（3） 文科二類以外からの進学内定者は、各科類の基本科類定数の６％を上限とする。（P.5参

照） 

（4） 進学者受入予定表 

学部 学科 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 

全科類 

指定科類 

全科類 文科 

二類 
理科 

文科 

二類 
理科 

経済 

340 名 
経済学科、経営学科、金融学科 340 189 7 42 81 3 18 
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３．文学部 

（1） 要求科目は設けない。 

（2） 学科・専修課程別に要望科目を設ける。 

（3） 第二段階の指定科類枠において、文科三類から西洋古典学、社会心理学の各専修課程を志

望する学生は「進学先指定平均」を用いる。 

（4） 進学者受入予定表 

学部 学科 専修課程 
上限 

定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 
全科類 

指定科類 
全科類 

文科三類 理科 文科三類 理科 

245 105 

文 

 

350 

名 

思
想
文
化
学
科 

 哲学 20 11 --- 3 3 --- 3 

 中国思想文化学 8 3 --- 1 2 --- 2 

 インド哲学仏教学 10 4 --- 1 3 --- 2 

 倫理学 15 9 --- 1 2 --- 3 

 宗教学宗教史学 15 10 --- 2 1 --- 2 

 美学芸術学 15 10 --- 2 1 --- 2 

 イスラム学 7 3 --- 1 1 --- 2 

歴
史
文
化
学
科 

 日本史学 25 18 --- 2 2 --- 3 

 東洋史学 25 16 --- 2 4 --- 3 

 西洋史学 25 18 --- 3 2 --- 2 

 考古学 10 4 --- 1 3 --- 2 

 美術史学 15 10 --- 2 1 --- 2 

言
語
文
化
学
科 

言語学 15 9 --- 2 2 --- 2 

日本語日本文学（国語学） 12 6 --- 2 2 --- 2 

日本語日本文学（国文学） 28 18 --- 2 5 --- 3 

中国語中国文学 7 3 --- 1 1 --- 2 

インド語インド文学 7 3 --- 1 1 --- 2 

英語英米文学 28 18 --- 2 5 --- 3 

ドイツ語ドイツ文学 12 5 --- 2 3 --- 2 

フランス語フランス文学 22 14 --- 2 3 --- 3 

スラヴ語スラヴ文学      7 3 --- 1 1 --- 2 

南欧語南欧文学 7 3 --- 1 1 --- 2 

現代文芸論 8 6 --- 1  --- 1 

西洋古典学 7 3 --- 1 1 --- 2 

行
動
文
化
学
科 

心理学 23 15 --- 2 2 --- 4 

社会心理学 23 12 4 2 2  3 

社会学 50 25 --- 8 10 --- 7 

 ※上限定数については、P.5 を参照すること。 
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４．教育学部 

（1） 要求科目は設けない。 

（2） 基礎教育学コースに要望科目を設ける。 

（3） 進学者受入予定表 

学部 学科 専修 コース 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 

全科類 

指定科類 

全科類 文科 

三類 
理科 

文科 

三類 
理科 

教育 

 

97 名 

総合教育科学 

基礎教育学 基礎教育学 18 8 --- 3 4 --- 3 

教育社会科学 

比較教育社会学 16 8 --- 3 3 --- 2 

教育実践･政策学 25 12 --- 5 4 --- 4 

心身発達科学 

教育心理学 22 10 2 3 4 2 1 

身体教育学 16 --- --- 11 --- --- 5 

 

 

 

 

 

 

５．教養学部 

（1） 教養学科の総合社会科学分科においては、特定の科類からの第一段階での上限は 15名と

し、第二段階を含めても17名を超えて受け入れない。 

（2） 統合自然科学科の数理自然科学、物質基礎科学、統合生命科学の各コースでは、第一段階

の指定科類及び全科類枠の定数が充足されなかった場合は、第二段階の理科にまわす。 

（3） 学際科学科のB群では、第一段階の指定科類及び全科類枠の定数が充足されなかった場合

は、第二段階の理科と文科にまわし、理科と文科に一対一の割合で受け入れる（奇数の場

合は、理科を１名多くする）。 

（4） 教養学科の超域文化科学分科、地域文化研究分科、総合社会科学分科及び学際科学科のコ

ース群では所属する「コース」を進学内定後（11月）にUTask-Webで登録する。なお、

超域文化科学分科の各コースに所属登録した学生で、分科内でのコース変更を希望する場

合、１月末までに後期課程係窓口において所定の手続きを行うこと。 

（5） 教養学科国際日本研究コースおよび学際科学科国際環境学コース（PEAKコース）の進学

希望者には高い水準の英語力（スピーキングやライティングの能力を含む）を持つことが

求められる。TOEFL等が進学要件に含まれているわけではないが、TOEFL iBTであれば100

点程度の点数を取れることが好ましい。 

  



- 9 - 

 

（6） 進学者受入予定表 

学部 学科・分科 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 全 

科 

類 

指定科類 全 

科 

類 
文科一 

・二類 

文科 

三類 
理科 

文科一 

・二類 

文科 

三類 
理科 

教養 

 

183 

名 

教養学科 101 26 36  8 --- 12  15  4 --- 

 

 超域文化科学 
 
上

限

定

数 

37 26 --- 11 --- 

 地域文化研究 
 

43 30 --- 13 --- 

 総合社会科学 
 

35 25 --- 10 --- 

学科･コース･コース群 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 全 

科 

類 

指定科類 全 

科 

類 
理科 

一類 

理科二 

・三類 
文科 理科 文科 

統合自然科学科 57 20 12 3 5 16 1 --- 

 

数理自然科学 
 

9 6 --- 
1 

15 

--- --- 

物質基礎科学 20 12 --- --- --- 

統合生命科学 20 11 --- 4 --- --- 

認知行動科学 8 3 3 --- 1 1 --- 

 学際科学科 25 6 7 5 3 4 --- 

 

Ａ 

群 

科学技術論 
 

13 4 5 --- 1 3 --- 
地理・空間 

Ｂ 

群 

総合情報学 

12 2 2 5 2 1 --- 
地球システム・エネルギー 

 ※上限定数については、P.5 を参照すること。 

 

 

 

 

学部 学科・コース 定数 
第一段階定数 第二段階定数 

全科類 全科類 

教養 

PEAK 

10 名 

教養学科国際日本研究コース 5 3 2 

学際科学科国際環境学コース 5 3 2 
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６．工学部 

（1） 物理工学科に要求科目を設ける。 

（2） 要望科目を設ける学科・部門がある。 

（3） 電子情報工学・電気電子工学の二つの部門の理科二・三類の指定科類枠及び第二段階の全

科類枠の振分けは、成績順で定数まで希望部門に振り分ける。 

（4） マテリアル工学Ａ・Ｂ・Ｃの三つの部門の理科二・三類の指定科類枠の振分けは、成績順

で定数まで希望部門に振り分ける。 

（5） システム創成Ａ・Ｂ・Ｃの三つの部門の第二段階の全科類枠の振分けは、成績順で定数ま

で希望部門に振り分ける。 

（6） 進学者受入予定表 

学部 学科 部門 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 
全 

科 

類 

指定科類 
全 

科 

類 

理科 

一類 

理科 

二・ 

三類 

理科 

一類 

理科 

二・ 

三類 

工 

 

945 

名 

社会基盤学科 

社会基盤学Ａ(設計･技術戦略) 

50 

12 1 1 6   

社会基盤学Ｂ(政策･計画） 11 --- 3 6 ---  

社会基盤学Ｃ(国際ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ) 4 --- 3 3 ---  

建築学科 建築学 57 34 --- 6 15 --- 2 

都市工学科 
都市環境工学(環境共生･国際公共衛生･水･環境ﾊﾞｲｵ) 

51 
7 3 3 4  2 

都市計画(都市と地域の分析･計画･ﾃﾞｻﾞｲﾝ) 14 --- 8 10 ---  

機械工学科 

機械情報工学科 

機械工学Ａ(ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ) 86 57 2 2 25   

機械工学Ｂ(ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ･知能･ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ) 40 27 --- 1 12 ---  

航空宇宙工学科 航空宇宙学 52 36 1 --- 15  --- 

精密工学科 精密工学(知的機械･ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ･生産科学) 45 25 3 3 11  3 

電子情報工学科 

電気電子工学科 

電子情報工学(計算知能･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ) 
117 

24 
8 

4 12 
 8 

電気電子工学(ｴﾈﾙｷﾞｰ&環境･ﾅﾉ物理･電子&光ｼｽﾃﾑ) 36 9 16 

物理工学科 応用物理・物理工学(物性物理･量子情報) 50 32 --- 3 10 --- 5 

計数工学科 
計数工学･数理/ｼｽﾃﾑ情報 
(数理工学･物理情報学･認識行動学） 

56 34 3 2 15  2 

マテリアル工学科 

マテリアル工学Ａ(ﾊﾞｲｵﾏﾃﾘｱﾙ) 

75 

8 

10 --- 

6 

2 --- マテリアル工学Ｂ(環境･基盤ﾏﾃﾘｱﾙ) 17 7 

マテリアル工学Ｃ(ﾅﾉ・機能ﾏﾃﾘｱﾙ） 18 7 

応用化学科 応用化学 50 32 3 --- 13 2 --- 

化学システム 

工学科 
化学システム工学(ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ･地球環境･安全安心) 46 25 4 3 11 3  

化学生命工学科 化学生命工学 46 21 11 --- 9 5 --- 

システム創成学科 

システム創成Ａ(環境･ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ) 

124 

22 4 4 11 1 

2 システム創成Ｂ(生命知・ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ) 21 --- 5 10 --- 

システム創成Ｃ(知能社会ｼｽﾃﾑ) 25 2 4 12 1 
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７．理学部 

（1） 数学科、情報科学科、物理学科、天文学科、地球惑星物理学科、化学科、生物化学科、生

物情報科学科、生物学科に要求科目を設ける。 

（2） 学科別に要望科目を設ける。 

（3） 第二段階において、化学科の指定科類は「進学先指定平均」を用いる。 

（4） 数学科、情報科学科、物理学科、天文学科、地球惑星物理学科、生物学科は、第一段階の

指定科類枠の定数が充足されなかった場合は、第二段階の理科にまわす。 

（5） 化学科、生物化学科、生物情報科学科は、第一段階の全科類枠の定数が充足されなかった

場合は、第二段階の理科にまわす。 

（6） 地球惑星環境学科は、第一段階の全科類枠の定数が充足されなかった場合は、第二段階の

全科類にまわす。 

（7） 進学者受入予定表 

※上限定数については、P.5 を参照すること。 

 

  

学部 学科・部門 コース 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 
全
科
類 

指定 

科類 全
科
類 理科 

一類 

理科二 

・三類 
理科 理科 

理 

  

297 

名 

数学 45 29 --- --- 3  13 

情報科学 28 16 --- --- 4  8 

物理学 70 44 --- --- 5  21 

宇宙・ 

地球科学 

天文学 

39 

上

限

定

数 

9 5 --- --- 1  

11 

上

限

定

数 

3 

地球惑星物理学 32 17 --- --- 5  10 

地球惑星環境学 20 --- --- 12 2 4 2 

化学 45 17 10  --- 5  13 --- 

生物化学・ 

生物情報科学 

生物化学 20 --- --- 13 1 6 --- 

生物情報科学 10 --- --- 6 1 3 --- 

生物学 20 --- --- 12 2  6 
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８．農学部 

（1） 要求科目・要望科目を設ける専修がある。 

指定科類以外の学生は、その専修の要求科目を第３学期終了までに修得していなければ、

その専修を志望することはできない。 

（2） 生命化学・工学専修、応用生物学専修、森林生物科学専修、水圏生物科学専修、森林環境

資源科学専修、生物・環境工学専修、フィールド科学専修、国際開発農学専修は、第一段

階で指定科類枠の定数予定数が充足されなかった場合、その分を第一段階の全科類枠にま

わす。 

（3） 第一段階で定数が充足されなかった場合は第二段階の指定科類にまわす。 

ただし、森林環境資源科学専修、生物・環境工学専修は、理科の定数にまわす。 

（4） 進学者受入予定表 

学部 課程 専修 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 全 

科 

類 

指定科類 

理科 

二類 

理科一 

・三類 
理科 文科 

理科 

二類 
理科 文科 

農 

 

290 

名 

応
用
生
命
科
学 

生命化学・工学 77 38 4 --- --- 12 --- 23 --- 

応用生物学 27 16 --- --- --- 3 --- 8 --- 

森林生物科学 9 4 --- --- --- 2 --- 3 --- 

水圏生物科学 19 10 --- --- --- 3 --- 6 --- 

動物生命システム科学 8 4 --- --- --- 2 2 --- --- 

生物素材化学 12 5 3 --- --- --- --- 4 --- 

環
境
資
源
科
学 

緑地環境学 5 --- --- 2 --- 2 --- 1 --- 

森林環境資源科学 14 6 --- --- --- 4 --- 3 1 

木質構造科学 7 3 2 --- --- --- --- 2 --- 

生物・環境工学 26 11 5 --- --- 2 --- 7 1 

農業・資源経済学 29 --- --- 14 6 --- --- 6 3 

フィールド科学 8 4 --- --- --- 2 --- 2 --- 

国際開発農学 19 --- --- 9 --- 4 --- 6 --- 

獣医学課程獣医学専修 30 19 --- --- --- 3 8 --- --- 
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９．薬学部 

（1） 要求科目・要望科目を設ける。 

指定科類以外から進学を志望する学生は、要求科目を第３学期終了までに修得してい

なければ、志望することはできない。 

（2） 第一段階で、指定科類枠（理科二類、理科一・三類）のどちらかが定数に満たない場合は

他方で補充する。それでも満たない場合は第二段階の理科にまわす。また、全科類が定数

に満たない場合も第二段階の理科にまわす。 

（3） 第二段階の指定科類枠において、「進学先指定平均」を用いる。 

（4） 所属する「学科」は、４年次に決定する。 

（5） 進学者受入予定表 

学部 学科 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 

全科類 

指定科類 

理科 

二類 

理科 

一・三類 
理科 

薬 

80 名 
薬科学科、薬学科 80 32 16 8 24 

 

 

 

 

 

１０．医学部 

（1） 医学科に要求科目を設ける。 

指定科類以外からの医学科を志望する学生は、医学科の要求科目を第３学期終了までに修

得していなければ、医学科を志望することはできない。 

（2） 医学科の第一段階の指定科類枠（理科二類）・全科類枠の定数が充足されなかった場合

は、第二段階の指定科類枠（理科三類）にまわす。 

（3） 健康総合科学科の所属する「コース」は、３年次後期に学生が選択して届け出る。 

（4） 進学者受入予定表 

学部 学科 定数 

第一段階定数 第二段階定数 

指定科類 

全科類 

指定科類 

全科類 理科 

三類 

理科 

二類 
理科 

理科 

三類 
理科 

医 

150 名 

医学科 110 64 10 --- 3 33 --- --- 

健康総合科学科 

 健康科学コース 

看護学コース 

40 --- --- 18 10 --- 8 4 
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（別表４）         学部・学科別要求科目一覧 

 

1.  単に並記されている全ての科目の修得が要求される。 

2. 「または」で記述されているものはいずれかの修得が要求される。 

3. ある科目群から所定の総単位数が満たされるように修得することが要求される場合があり、 

その場合には、例えば「・・・」から３科目（６単位）のように記載されている。 

 

学部 学 科 等 要 求 科 目 

法  要求科目を設けない。 

経済  要求科目を設けない。 

文 全学科 要求科目を設けない。 

教育 全コース 要求科目を設けない。 

教養 全学科 要求科目を設けない。 

工 

 
物理工学科 基礎科目（数理科学） 

「数学Ⅰ、数学Ⅱ」（計８単位） 

基礎科目（物質科学） 
「力学、電磁気学」（計４単位） 

 

その他の学科 要求科目を設けない。 

理 

 数学  基礎科目（数理科学） 

「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅰ演習、数学Ⅱ演習」(計 12 単位) 

 基礎科目（物質科学） 

「力学、電磁気学、熱力学または化学熱力学、構造化学、 

物性化学」 (計 10 単位) 

 情報科学 

 物理学 

 基礎科目（基礎実験） 

「基礎物理学実験、基礎化学実験」（計４単位）または 

「基礎物理学・化学実験、基礎生命科学実験」（計４単位） 

 基礎科目（数理科学） 

「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅰ演習、数学Ⅱ演習」(計 12 単位) 

 基礎科目（物質科学） 

「力学、電磁気学、熱力学または化学熱力学、構造化学、 

物性化学」 (計 10 単位) 

 基礎科目（生命科学） 

「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

天文学 

地球惑星物理学 

 

基礎科目（数理科学） 

「数学Ⅰ、数学Ⅱ」（計８単位） 

基礎科目（物質科学） 

「力学、電磁気学、熱力学または化学熱力学」（計６単位） 

地球惑星環境学 要求科目を設けない。 
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理 

化学 

生物化学 

生物情報科学 

基礎科目（基礎実験） 

 「基礎物理学実験、基礎化学実験」（計４単位）または 

「基礎物理学・化学実験、基礎生命科学実験」（計４単位） 

基礎科目（数理科学） 

 「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅰ演習、数学Ⅱ演習」(計 12 単位) 

基礎科目（物質科学） 

 「力学、電磁気学、熱力学または化学熱力学、構造化学、 

物性化学」(計 10 単位) 

基礎科目（生命科学） 

 「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

生物学 基礎科目（基礎実験） 

 「基礎物理学実験、基礎化学実験」（計４単位）または 

「基礎物理学・化学実験、基礎生命科学実験」（計４単位） 

基礎科目（数理科学） 

 「数学Ⅰ、数学Ⅱ」(計８単位) 

（文科生は基礎科目（社会科学）の「数学Ⅰ、数学Ⅱ」（計４単 位）

で置き換えることができる。） 

基礎科目（物質科学） 

 「力学、電磁気学、熱力学または化学熱力学、構造化学、 

物性化学」から４科目（計８単位） 

基礎科目（生命科学） 

 「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位）  

農 

応用生命科学課程 

 生命化学・工学専 

 修 

基礎科目（生命科学） 

  「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

基礎科目（基礎実験） 

「基礎物理学実験、基礎化学実験、基礎物理学・化学実験、 

基礎生命科学実験」から１科目（２単位） 

応用生命科学課程 

 応用生物学専修 

基礎科目（生命科学） 

  「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

獣医学課程 

獣医学専修 

基礎科目（生命科学） 

「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

その他の専修  要求科目を設けない。 

薬 

薬科学、薬学 基礎科目（物質科学）・基礎科目（生命科学） 

「物性化学、熱力学または化学熱力学、生命科学または 

生命科学Ⅰ」の中から２科目（計４単位） 

医 
医学 

基礎科目（生命科学） 

「生命科学、生命科学Ⅰ、生命科学Ⅱ」から１科目（２単位） 

健康総合科学 要求科目を設けない。 

 


